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じゅうがジャズの音色で包まれた。

I

演奏者と聴衆が一体となり、街

出亜,
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忠
喰塁皿

］
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③ ~

③『ふれあいの灯火」が応援にかけつけたの人気アイドルのｗｉオーマンス大 様子ｍ(Ｚ P 会場周辺で行なわれたパフ 会の ｎｋも応援に 》けつﾅ つけた。力

: ．, 蕊瓢鶴

兵庫のまつり

ふれあいの祭典ZAようご８９
の開会ｲペﾝ ﾄが盛大に開催／

「情熱ＨＹＯＧＯいきいき出発」をテーマに兵庫県
下で繰り広げられているｒ兵庫のまつり－ふれあいの祭
典ひょうご' 8 9 」の開会イベントが去る1 0 月１日、県立
文化体育館で開催された。９月までの地域事業に引き続
き、全県事業が１１月末まで県下各地で繰り広げられる。

ｊ
》

簿剛雲同騨転

『冨一

神戸の秋を彩るイベントとして、すっかり定着した感
のある“ＫＯＢＥＪＡＺＺＳＴＲＥＥＴ' ，。今年も
また、１０月７，８日の両日にわたり、北野町、山本通、
中山手通一帯のライブハウスで開催された。当日は天候
にも恵まれ、ジャズの音色で街じゅうがスイングした。

街じゅうがｽ ｲ ﾝダ
K ＯＢＥＪＡＺＺＳＴＲＥＥＴ
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神戸の秋を彩るイ森ン卜とな った、ＫＯＢＥＪＡＺＺＳＴＲＥＥＴ‘，
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坪
田
政
彦
は
、
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
が
開
催
し
て
き
た
「
ア
ー
ト
・
ナ
ウ
」
に
、
き
わ
め
て
早
い

時
期
に
招
待
を
受
け
、
そ
の
後
の
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い
た
作
家
で
あ
る
。
坪
田
政
彦
が
「
ア
ー
ト
・

ナ
ウ
」
へ
参
加
し
た
の
は
、
一
九
七
六
年
、
二
十
代
を
よ
う
や
く
終
え
よ
う
と
し
て
い
た
年
頃
で
あ
っ
た
。

期
待
に
応
え
る
よ
う
に
、
一
九
七
○
年
代
の
後
半
、
坪
田
政
彦
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
の
諸
国
で
開
か
れ
る
著
名
な
国
際
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
し
て
、

精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
き
た
。
一
九
八
○
年
代
に
入
る
と
、
専
ら
国
内
で
の
個
展
を
中
心
に
作
品
発

表
を
重
ね
、
注
目
さ
れ
て
き
た
。

一
九
八
○
年
代
の
現
代
美
術
の
中
で
、
顕
著
に
な
っ
た
特
色
の
一
つ
は
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
よ
る
新

し
い
表
現
領
域
の
開
拓
で
あ
る
。
坪
田
政
彦
は
、
そ
の
現
象
に
先
駆
け
る
よ
う
に
、
早
く
か
ら
現
代
美

術
と
し
て
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
追
求
し
て
い
た
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
志
は
、
お
そ
ら
く
生
来
の
感
覚

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

私
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
当
初
、
坪
田
政
彦
は
、
と
り
あ
え
ず
色
彩
を
用
い
る
表
現
は
横
に
置
い
て
、

純
粋
に
線
描
だ
け
の
表
現
を
深
め
る
試
み
を
追
求
し
、
そ
の
後
に
色
彩
を
加
え
て
表
現
の
深
ま
る
こ
と

を
志
し
た
よ
う
だ
。
彼
の
作
品
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
繊
細
な
洗
練
さ
れ
た
情
感
は
、
初
め
の
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
追
求
の
結
果
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
作
品
で
は
色
彩
そ
の
も
の
も
ま
た
、
そ
の
快
い
情

感
を
宿
す
色
調
を
奏
で
、
よ
り
深
く
情
感
の
働
き
を
伝
え
る
よ
う
に
な
り
、
み
ご
と
で
あ
る
。

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

韮
大
の
小
箱

坪
田
政
彦

文
・
増
田
洋
〈
美
術
評
論
家
〉
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Ｐｅｎｅｔｒａｔｉｏｎ－１０
（1989年）

坪田政彦

1947年
1970年
1976年

1977年

1981年

1985年
1986年
1988年

兵庫県生まれ
大阪芸術大学卒業
アート・ナウ' 7 ６（兵庫県立近代美術館）
第５回ブラツドフォード国際版画ビエンナー
レ（イギリス）
第1 3 回現代日本美術展（東京、京都）
第１２回リュブリアナ国際版画ビエンナーレ
( ユーゴスラビア）
第１回神戸招待現代美術展・平面へのアプロ
ーチ（ギャラリーさんちか・神戸）
個展（山木美術・大阪）
日本アートフェアー' 8 ６（東京）
第1 7 回日本国際美術展
個展（アトリエ西宮・西宮）
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惨

、

慶
び
あ
ふ
れ
る
、
二
十
歳
の
笑
顔
。

長
い
振
り
を
ひ
ら
り
。

あ
で
や
か
な
振
り
そ
で
に
手
を
通
す
と

初
々
し
い
表
情
に
気
品
が
漂
い
ま
す
や

お
正
月
や
成
人
式
、
そ
し
て
パ
ー
子
鮒
で

日
本
人
を
最
高
に
美
し
く
見
せ
て
く
れ
る
の
は

や
は
り
〃
き
も
の
先

細
や
か
唾
感
性
に
育
て
あ
げ
ら
れ
た

伝
恥
統
の
美
し
さ
で
す
わ

ま
ぶ
し
い
ば
か
り
の
，
古
典
の
華
や
ぎ
や

モ
ダ
ン
通
感
覚
の
晴
れ
着
に

小
物
を
上
手
に
コ
ー
デ
卯
ネ
ー
卜
し
て

み
ず
み
ず
し
い
姿
を
ご
披
露
く
だ
さ
い
。

1 ～4 階･ 地1 階は7 時まで営業
5 階～屋上･ 地2 階は6 時3 0 分まで営業

』

I フヘｌＭＡＩﾐ ＵＫｏＢＥ
電話(078)331-8121(水曜定休）
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ｈ国んなに、 戸吋神

私のお正月振りそで大特集

●
〈
大
丸
オ
リ
ジ
ナ
ル
〉
綾
小
袖

Ⅵ

．
…
・
各
５
０
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

■
６
階
和
装
小
物
売
場

や
か
な
風
情
を

●１１月2 8 日②まで●６階きもの売場

の
３
％
を
消
費
税
と
し
て
別
途
頂
だ
い
い
た
し
ま
衣

振
り
そ
で
（
絹
Ⅷ
％
）
・
…
…
：
．
…
・
…
・
・
・
・
…
…
：
…
：
．
．
…
６
８
０
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

袋
帯
（
絹
Ⅲ
％
・
金
属
糸
の
ぞ
く
）
．
．
…
…
…
・
…
・
…
・
…
…
３
０
０
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

■
６
階
礼
装
き
も
の
売
場

、
ぐ
っ
と
落
ち
着
い
た
色
あ
い
頒
若
さ
を
引
き
立
て
ま
す
℃

②
撫
松
庵

振
り
そ
で
（
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
川
％
）
・
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
１
６
８
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

袋
帯
（
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
Ⅲ
％
）
…
…
・
…
。
：
：
…
：
…
…
…
…
…
：
８
８
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円

■
６
階
社
交
き
も
の
売
場

⑤
萌
え
出
た
よ
う
な
緑
演
さ
わ
や
か
な
印
象
で
正
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談
会
を
い
た
し
ま
し
て
、
と
て
も
好
評

で
し
た
。
秋
は
ち
ょ
う
ど
ハ
ワ
イ
で
日

本
即
排
文
化
協
会
の
会
合
が
あ
り
ま
し

て
、
会
長
を
お
お
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま

す
の
で
残
念
な
が
ら
ご
協
力
出
来
ま
せ

ん
の
で
、
せ
め
て
こ
の
対
談
で
ご
宣
伝

い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
し
て
（
笑
）
・

石
野
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
京

都
に
は
〃
き
も
の
文
化
″
大
阪
は
〃
繊
維

産
業
を
中
心
に
商
売
に
関
す
る
も
の
〃

神
戸
は
ハ
イ
カ
ラ
に
〃
生
活
文
化
〃
と
い

う
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
し
た
内
容

を
軸
に
、
三
都
市
の
協
調
と
競
争
を
Ｗ

Ｆ
Ｆ
で
と
い
う
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
の
売
れ
行
き
も
好
調
の
よ
う

で
す
。

川
瀬
会
頭
の
ご
趣
味
は
日
本
舞
踊
と

伺
い
ま
し
た
が
…
。

石
野
い
や
－
。
流
行
歌
に
あ
て
振
り

を
し
て
踊
る
ん
で
す
よ
。
一
昨
年
サ
ン

Ｔ
Ｖ
の
主
催
で
や
っ
た
時
は
三
味
線
の

バ
チ
に
歌
詞
を
書
い
て
（
笑
）
今
年
も
廻

月
晦
日
に
国
際
会
館
で
や
り
ま
す
の
で

応
援
し
て
下
さ
い
。

川
瀬
私
も
、
何
で
も
楽
し
い
も
の
美

し
い
も
の
が
が
好
き
で
、
花
柳
芳
一
先

生
に
お
稽
古
し
て
い
た
だ
い
て
日
本
舞

踊
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。

石
野
そ
れ
は
い
い
ね
。
神
戸
商
工
会

議
所
も
合
唱
団
を
結
成
し
ま
し
て
ね
。

皿
月
皿
日
の
兵
庫
倶
楽
部
、
周
年
パ
ー

テ
ィ
に
唄
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。
童

謡
を
唄
っ
て
子
供
み
た
い
に
楽
し
ん
で

お
り
ま
す
よ
（
笑
）
。

川
瀬
そ
れ
は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
い
い

で
す
ね
。

終
っ
た
後
は
ぜ
ひ
伽
誹
を
（
笑
）
・

（
シ
ェ
ラ
メ
ー
ル
に
し
む
ら
に
て
）

神
戸
商
工
会
議
所
の
石
野
信
一
会
頭
が
、
如
月
４

日
寸
暇
を
ぬ
っ
て
北
野
坂
の
〃
シ
エ
・
ラ
・
メ
ー
ル

に
し
む
ら
〃
へ
。
洞
月
拓
日
（
木
）
か
ら
妬
日
（
日
）
ま

で
開
催
さ
れ
る
〃
Ｗ
Ｆ
Ｆ
的
ｍ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
〃
の
紹
介
の

た
め
に
、
川
瀬
喜
代
子
会
長
と
昼
食
を
共
に
さ
れ
て

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
談
義
で
す
。

川
瀬
京
都
・
大
阪
・
神
戸
の
三
都
市
が

腕
を
競
い
あ
う
第
一
回
〃
Ｗ
Ｆ
Ｆ
鯛
〃

の
開
幕
が
近
く
な
り
ま
し
た
ね
。

石
野
神
戸
は
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
街
開
き
、
グ
ル
メ
デ
ィ
ア
釣

（
グ
ル
メ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）
な
ど
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
凄
い
で
す
よ
。

川
瀬
私
共
も
今
春
に
開
か
れ
ま
し
た

グ
ル
メ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
ゲ
ス
ト
に
作
家
で
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
の
戸
川
晶
子
さ
ん
を
迎
え
て
食

Ｗ
Ｆ
Ｆ
組
Ｌ
ｒ
Ｋ
Ｏ
記
Ｅ
ｎ
月
脇
日
（
木
）
〜
邪
日
（
日
）

三
都
市
一
葬
睡
神
）
の
腕
く
ら
べ

●
に
し
む
ら
瑚
排
文
庫
／
石
野
信
一
氏
（
壷
を
迎
え
て
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わたしとメガネ

☆

眼は心の窓

明石孝二郎
< 高岡建設株式会社・代表取締役社長〉

「眼は心の窓」と言います。そ
の眼に大切な眼鏡を、と思った時、
服部メガネさんを訪れます。すぐ
れた設備と技術、そして洗練され
たセンスで使う人の身になって真
剣に取組んで下さる。安心してお
まかせをして、その結果に何時も
満足しております。
全国の支店を飛び廻るあわただ
しい日々も、服部さんの眼鏡をか
けると心がなどみます。このよう
なお店ですから、これからも末永
くお付き合いをお願いしたいと思
っています。

阿燈部メガネ
神戸・大丸前壷( 0 7 8 ) 3 ３１－１１２３

、

ノ
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一一守一戸

粒1 田唾一

」Ｌ
盆ズＴ

Ｐ
Ｄ/用之ﾉゾ エロハ琶乱

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す

Ⅷ
月
号
目
次
●
１
９
８
９
．
剛
３
４
３

表
紙
／
（
故
）
小
磯
良
平

セ
カ
ン
ド
カ
バ
ー
／
西
村
功

Ⅱ
神
戸
っ
子
的
／
畑
中
和
・
黒
沢
清

脚
あ
る
集
い
／
須
磨
琴
保
存
会
・
エ
リ
オ
フ
ル
ー
ト
楽
団

Ｗ
神
戸
ス
ナ
ッ
プ
／
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
・
神
戸
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト

砲
美
の
小
箱
／
文
・
増
田
洋
絵
・
坪
田
政
彦

釦
神
戸
新
景
／
カ
メ
ラ
・
小
山
保

訓
私
の
意
見
／
鈴
木
謙
一

羽
随
想
三
題
／
田
中
正
郎
・
藤
江
俊
彦
・
田
中
ひ
な
子

狛
地
域
文
化
論
／
米
花
稔

犯
連
載
エ
ッ
セ
イ
／
ペ
ン
の
う
ち
そ
と
／
三
枝
和
子

靴
演
劇
夜
話
／
前
田
和
穂
．

躯
秋
の
特
集
Ｉ
／
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
物
語
／
越
智
裕
二
郎

舶
秋
の
特
集
Ⅱ
／
ゴ
ャ
と
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
巨
匠
た
ち
／
木
下
直
之

里
Ｗ
Ｆ
Ｆ
ｌ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
／
最
新
情
報

艶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
／
「
神
戸
っ
子
の
セ
ン
ス
で
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
開
花

都
市
に
』
中
島
正
義
、
柿
本
雅
司
、
木
庭
展
知
、
大
槻
篤
子
、
大
内
信
行
、

田
中
函
夫

印
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

胡
伽
排
飲
み
な
が
ら
／
逢
坂
勉
／
野
川
由
美
子
／
大
村
寛

花
タ
カ
ラ
ヅ
カ
対
談
／
「
天
使
と
博
士
と
青
年
と
変
身
す
る
剣
の
魅
力
』

剣
幸
・
小
池
修
一
郎

花
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

別
神
戸
の
お
嬢
さ
ん
／
妹
尾
美
沙
子
・
居
村
素
子

Ⅷ
孟
さ
ん
の
兵
庫
ウ
ォ
ー
ク
／
「
フ
ラ
ン
ス
か
ら
国
生
み
の
島
へ
友
好

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
粥
藤
博

Ⅲ
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク

畑
動
物
園
飼
育
日
記
／
「
ゾ
ウ
の
動
物
園
史
側
』
亀
井
一
成

Ⅲ
神
戸
っ
子
倶
楽
部
会
員
情
報

皿
話
題
の
広
場
／
井
植
文
化
賞
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
美
術
公
募
展

側
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

鮎
出
会
い
の
旅
／
「
今
、
台
湾
の
結
婚
写
真
が
凄
い
』
犬
塚
ゆ
た
か

棚
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
／
Ｋ
Ｆ
Ｍ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
／
加
藤
隆
久

刈
Ｋ
Ｆ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

Ⅲ
神
戸
の
集
い
か
ら
／
港
町
セ
ミ
ナ
ー
・
海
文
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
．
く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
Ｉ

皿
神
戸
を
福
祉
の
街
に
／
橋
本
明

剛
神
戸
と
留
学
生
そ
の
後
を
訪
ね
て
／
臼
杵
百
合
子

剛
有
馬
歳
時
記
／
有
馬
の
若
大
将
を
訪
ね
て
／
燕
昇
司
芳
和

剛
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

叩
猫
じ
ゃ
ら
し
／
竜
巻
竜
二

Ⅷ
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

州
シ
ネ
マ
試
写
室
／
癖
ブ
ラ
ッ
ク
・
レ
イ
ン
“
／
淀
川
長
治

伽
ぴ
っ
と
い
ん

剛
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

醜
る
ぽ
る
た
ｌ
じ
ゅ
神
戸
／
神
戸
の
お
好
み
焼
文
／
有
井
基

剛
連
載
小
説
／
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
の
長
い
影
／
弓
透
子
絵
・
田
中
美
穂

Ⅲ
ポ
エ
ム
＆
コ
ラ
ー
ジ
ュ
／
金
月
昭
子

剛
海
・
船
・
港
／
明
治
加
年
１
月
に
神
戸
港
に
出
入
し
た
船
た
ち
・
山
田
早
苗

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
・
池
田
年
夫
・
松
原
卓
也
・
森
田
篤
志
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次
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こ 蓮 叫 罪 近 ｌ

、 絢 全 Ｆ ｒ ｕ マ 《 劇
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晶 寿 弗 幾 Ｖ
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可

、 で 山 岬

４ ニ ー 、 母 幣 一 一
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〆
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画

、 ロ ー 冠 で ４

Ｗ 卦 』

ｕ ｕ 一 一 一 豆

粥

云 実

邪 十 吋 Ⅶ ざ 逗 字 ４ 劃
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客 弄 王 患
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群
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〆
完 ○ 巳

非
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■

１

フォーマル･ ウエアー
（タキシード）の
オーダーお受けします。
・お仕立代１０万円より
・お仕立期間１５日間
ブレザーショップ

ＭＡＣにて

CITYO78-392-1651

黙ロ；
’噌
’｜ミ

ル、」

L 写

HE A D O F F l C E 7 F N E W C E N T E R 1 - 6 - 2 2／ＳＡＮＮＯＭＩＹＡ－ＣＨＯＣＨＵＯ－ＫＵＫＯＢＥ
ＳＡN N O M l Y A M A C S A N N O M I Y A C E N T E R - G A l l O 7 8 - 3 9 1 - 0 8 9 5
T H E B L A Z E R S H O P M A C T O R - R O A D O 7 8 - 3 9 1 - 0 8 9 6
D O L C E M ＡＣＳＡＮＮＯＭＩＹＡＣＥＮＴＥＲ－ＧＡl 2 0 7 8 - 3 3 2 - 0 1 4 1
F E s T A M A c H I M E J l F E s T A 2 F O 7 9 2 - 8 9 - 4 7 3 8
B E N E T T o N M A c H I M E J l F E s T A 3 F O 7 9 2 - 2 2 - 1 3 3 3
F U J l l D A I M A R U M A C K Y O T O F U J l l D A l M A R U 2 F O 7 5 - 2 1 1 - 0 8 5 7
S U N V l O L A M A C T A K A R A Z U K A S U N V l O L A 3 F O 7 9 7 - 7 1 - 4 8 3 0
P L E N T Y M A C S E l S 1 N P L E N T Y 2 F O 7 8 - 9 9 2 - 0 0 8 8

ジヨアンナ大村さん
永田良介商店永田さん
コーシン崖さん
M A C 植村社長

制 蝕Ｃ
Ｆ戸

、
－坂倶楽部色にて

雛 SＩＮＣＥ１８９５ＫＯＢＥ
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■
一
わ
た
し
の
意
見

「
地
域
の
時
代
」
の

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
は
今
年
で
創
立
満
十
周
年
を
迎
え
た

が
、
当
初
か
ら
設
け
た
地
域
文
化
賞
の
受
賞
者
は
団
体
、
個
人
を
含

め
六
十
五
件
に
の
ぼ
る
。
本
賞
は
、
芸
術
、
文
学
、
出
版
、
伝
統

継
承
、
環
境
美
化
、
衣
食
住
の
分
野
で
の
地
域
の
文
化
創
造
を
目
指

し
た
多
彩
な
活
動
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
、
兵
庫
県
で
は
国

際
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
歌
舞
伎
、
月
刊
神
戸
っ
子
、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
が
受
賞
し
た
。
私
は
、
同
賞
選
考
委
員
の
一
人
と
し
て
お
手
伝

い
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
地
域
文
化
活
動
が
行
わ
れ
て

い
る
と
は
、
は
じ
め
予
想
も
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
日
本

社
会
は
高
度
成
長
期
に
東
京
の
複
製
文
化
が
全
国
を
覆
っ
て
地
域

同
質
化
の
時
代
と
な
り
、
地
域
の
独
自
性
は
弱
体
化
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
東
京
志
向
の
流
れ
に
抗
し
て
こ
れ
ほ
ど
地
域
の
個
性

を
象
徴
す
る
文
化
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
現
在
の
「
地

域
の
時
代
」
の
先
駆
け
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
地
域
文
化
活
動
の
特
徴
の
一
つ
は
、
「
地
域
化
」
と
「
国

際
化
」
が
直
結
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
・
伝
統
文
化
継
承
な
ど
直
接

国
際
化
と
無
関
係
に
見
え
る
活
動
も
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
受
賞

者
の
中
で
、
た
と
え
ば
「
足
助
・
ロ
マ
ン
の
町
づ
く
り
」
は
「
三
州
足

助
屋
敷
」
を
創
設
。
機
織
り
、
炭
焼
き
、
紙
す
き
、
桶
づ
く
り
等
の
手

仕
事
を
復
活
し
た
が
、
そ
こ
へ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
炭
焼
き
の

修
業
に
来
て
い
る
。
新
潟
県
「
片
貝
の
花
火
ま
つ
り
」
は
、
町
ぐ
る
み

で
三
尺
玉
、
四
尺
玉
の
花
火
を
打
ち
上
げ
る
も
の
だ
が
、
パ
リ
の
エ

ッ
フ
ェ
ル
塔
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
カ
ナ
ダ
で
も
打
ち
上
げ
、
技
術

指
導
を
し
た
。
東
京
の
下
町
タ
イ
ム
ス
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
世
界
の
路

地
裏
通
信
を
試
み
、
世
界
の
下
町
連
合
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま

し
て
「
金
沢
を
世
界
に
ひ
ら
く
市
民
の
会
」
や
、
佐
賀
の
「
地
球
市
民

の
会
」
な
ど
国
際
化
を
目
指
す
活
動
は
、
東
京
経
由
で
な
く
、
直
接

世
界
に
情
報
を
発
信
し
、
民
際
交
流
を
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

い
ま
政
府
も
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
と
い
い
出
す
よ
う
に
な
り
、

「
地
域
の
時
代
」
が
到
来
し
た
。
神
戸
は
「
ひ
ら
く
」
と
か
「
ひ

ら
か
な
い
」
と
か
力
ま
な
く
て
も
、
も
と
も
と
「
世
界
に
ひ
ら
か

れ
た
町
」
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
以
上
に
世
界
に
対
す
る
情
報
発
信

基
地
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
「
地
域
の
時
代
」
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

鈴
木
謙
一

八
摂
南
大
学
教
授
Ｖ

，
側
溺
蝿
哩
輔
幡
翻
騨
騨
豚
羊
躍
患
叱
…

１
３１
Ｉ
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母と子のウォールランプ渡辺二茎
はちのす会副会長

母親が予供の頬っぺのあまりの可愛さに、ついチュ, シと
キッスをしてしまう。少しi くすぐったそうでもありまた
嬉しそうな少女｡ ．前面の花をつないだ飾り板との間に電
燈を組み込み、木の持っているやわらかさとロマンチッ
クな感じを出している。（柿沼産婦人科に展示1 1 ／２～1 1 ／末）

阪神芦屋駅北へ1 分・芦屋警察署東隣り
壷（0 7 9 7 ）３エー１２３４，( F A X 兼用）
当G A L L E R Y に掲戟ご希望の方は月刊神戸っ子まで御連絡下さい。

ｉｉｉ霊萎

ゴージャスで華やか
くカドリール〉

新発売

ｼ毛ﾆｯド訓フLリム
：榔鋳〃エトヲソゼ

3２

勘
《

蔓柿沼産婦人科

ﾛｲﾔﾙギﾌﾄｶドﾘｰﾙ遥冊
一北欧の銘菓－

２弓ﾉ t 仏｡ 刀工外

女' 性のためのオープンスペース
☆健保適用産婦人科｡ 内科( 女性専科）
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